
物

語

の
〈
場

〉
と
し

て

の
「
足

柄
」

田

川

邦

子

源
家

の
棟
梁

、
源
頼
光

に
仕

え
る
屈
強

の
勇

士

の
存

在
が
、
複
数

で
把
握
さ

れ

る

の
は
、

『今
昔

物
語
』

(巻

二
十

八
)
、
『
古
今

著
聞

集
』

(巻
第

九
)

の
当

初

か
ら
、

す

で
に
定
ま

っ
て

い
た
よ
う

に
思

わ
れ
る
。

「
四
天

王
」

の
言

い
方

は
ま
だ
出

な

い
が
、

『今

昔
物
語
』

に
は
、
源

頼
光

の

郎
等

三
人
が
女
車

に
同
乗

し
、
賀

茂
祭

の
折
、
斎

院

の
帰
館
を
見
物

に
、
紫
野

ま

で
繰
り
出

す
話

が
あ

る
。
勇

士

た
ち

は
初

体
験

の
牛

車

に
車
酔

い
し

て
、

散

々
の
体

た
ら
く

で
、
帰
途

は
歩

い
て
帰

っ
て
来

た
と

い
う
滑
稽

な
話

で
あ

る
。

た
け

つ
は
も
の

「
猛
き
兵

」
ど
も

の
失
敗
談

は
、
書
き
手

の
貴
族

・
知
識
層

の
、

「
未
だ
車

に

一

度
も
乗

ら
ざ
り
け

る
」

人

々
に
対
す

る
、
優
越

の
気
分
を
感
じ

さ
せ
る
と

こ
ろ

が
あ

る
。
文
化
や
教
養

に
縁

遠

い
、

田
舎
侍

の
滑
稽
な
姿
態
を
、

鋭

い
筆
法

で
、

か
な
り
意
図
的

に
抉

り
出
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
三
人

の
郎
等

は
平
貞

道

、
平
季
武
、

(坂

田
)

公
時

で
あ

る
。
渡

辺
綱

の
名

は
見

え
な

い
。

『古

今
著
聞

集
』

に
は
、

源
頼
光
が

鬼
同
丸

を
誅
す

る
話
が

載

る
が

、
「
四
天

王
」

と

い
う
言
葉
が

こ
こ

に
初

め
て
使

わ
れ
る
だ
け

に
、
主

君
を
守
護
す

る
四

勇

士

の
チ
ー
ム

ワ
ー

ク
は
さ
す
が

で
、

な
か

に
も
渡
辺
綱

の
智

略
が
、
他

の
勇

士
よ
り
も
際
立

つ
書

き
ぶ
り

に
な

っ
て

い
る
。
時
代

は
下

っ
て
、
江
戸
期

の
四

天

王
物

・
金
平
物

(古
浄

瑠
璃
)

に
も

、
こ

の
傾
向

は
瀝
然

た

る
も

の
が
あ

る

か
ら
、
綱

の
個
性

を
智

略

に
た
け

る
も

の
と
し

て
、

四
天

王

の
中

で
も
特
別
視

す

る
扱

い
方
も
、
案
外

早
く

か
ら
行

わ
れ

て
い
た
ら

し

い
の
で
あ

る
。

さ

て
公
時

(金
時
)

で
あ

る
が
、

こ
れ
ら

の
例

か
ら
も

、
頼
光

の
四
天

王

の

一
人
と

し
て
、

王
朝
時

代

の
末
頃

か
ら
、
す

で
に
そ

の
名

は
、
人

々
の
意
識
中

に
銘
記
さ
れ

て

い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

「
公
時
」

は
、
今

で
は

「
金
時
」

と
表

記
す

る
の
が
普
通

で
あ

る
が
、
古

く
は

「
公
時
」
と
書

く
こ
と

の
方
が
多

い
。

正
徳

四
年

(
一
七

一
四
)

の
、
近
松

門
左
衛
門
作

『嫗

山
姥
』

は
、
歴
代

の

金

時
物
語

の
中

で
も
最

高

の
傑
作

で
、

人
気
を
集

め
た
作

品

で
あ

る
。

こ

の
作

の
四
段

目
で
、

「快

童
丸
」
を
名
乗

る
幼
年
時
代

の
金
時
が

、
頼
光

と
出
会

い
、

元
服

し

て

「
酒

田
金

時
」
を
名

乗

る
い
き
さ

つ
が
描

か
れ

る
が

、
「
金
時
」

の

表
記
が

一
般
化

し
て
行
く

の
は
こ

の
辺
り

か
ら
だ

ろ
う
か
。
金
時
物
語

は
子
供

向
け

の
絵
本

の
、
格
好

の
題
材

な

の
で
、

こ
れ

を
扱

う
絵

双
紙
、
錦
絵

の
類
は
、

江
戸
中

期
以
後
急

増
す

る
が
、

こ

の
過
程

で
、
「
く
わ

い
ど
う
丸
」

で
あ

っ
た

金
時

の
幼
名

に
、

い

つ
の
間

に
か

「金

太
郎
」

と
称

す
る
も

の
が
現

わ
れ
る

の

一52一



は
、

面
白

い
。

「
公
時
」
「
金
時
」

「
く
わ

い
ど
う
丸
」

「金

太
郎
」
、

ち

ょ

っ
と

し
た
表

記
や

名
称

の
違

い
の
よ
う

に
も
あ
る
け
れ
ど
、
説

話
文
学

か
ら
、
劇
文

学
を
経

て
絵

双
紙

(童

話
)

へ
と
、

そ

の
折

々
の
変
化

を
辿
れ
ば
、
表
記

や
名
称

の
推
移

は
、

金

時

と

い
う
、
架

空

の
勇

士
豪
傑

に
対

す

る
、
享

受

者
側

の
イ

メ
ー
ジ

の
、

折

々
の
変
化

と

し
て
、
跡

づ
け

る
こ
と
が

で
き
そ
う

で
あ

る
。

「
公
時
」

と

い
う
、
当

り
前

と
言
え
ば
当

り
前

の
、

い
さ

さ
か
固
苦

し

い
こ
の

書
き
方

は
、
『
前
太
平
記
』

で
は
、
「
公

に
事

る

に
時
を
得

た
り
」

と

い
う
、
渡

,辺
綱

の
祝

詞

に
乏

ン
ト
を
得

て
、
頼

光
が

命
名

し
た
と

し

て

い
る
。

こ
れ

は

「
時

ゑ

て

つ
か
ゆ

る
君
な
れ
ば
、

か
れ
が

な

の
り
を
ば
、
き

ん

(
公
)
時

と

め

さ

る
べ
し
」

と

い
う
、

『清

原
右
大
将
』

(古
浄

瑠
璃
)
中

の
、
我

子
を
家
来
と

し
て
、

源
氏

の
大
将

に
奉
げ

る
折

の
山
姥

の
言
葉

を
、
踏
襲

し
た
も

の
と
思
わ

れ

る
。

勇
士
が
、
「
時

を
得

て
、
公

に
仕

え
る
」

こ
と

の
、
晴

れ
が

ま
し
さ
と
、

そ

の
意
味

の
重
さ
が
、

ま
だ
実
感
と

し
て
残

っ
て
い
る
時
代

で
あ

っ
た
。

『清

原
右
大
将

』

は
、
数
多

い
金

平
浄
瑠
璃

の
中

で
も
、
頼
光

四
天

王

の
成

立

を
、

主
題

の

一
つ
と
し

て
い
る
作
品
な

の
で
、
成
立

は
か
な
り
古

い
と
考
え

て
よ

い
。

和
泉
太
夫
正
本

、
岡
清
兵
作

の

『宇

治
姫
切
』

(
明
暦

四
年

正
月
刊
)

が
、

こ

の
作

品

の
、
続
き
物
語

風

の
内
容

を
持

つ
と

こ
ろ
か
ら
、

『宇

治
姫
切
』

以

前
、
明

暦

三
年

頃

の
成

立

で
、

岡
清

兵

衛

の
作

で

は
な

い

か
と
言

わ
れ

(注
1
)

る
ほ
ど
、
構
成
、
詞
章

と
も
し

っ
か
り

し
て

い
る
。
近
松

の

『嫗

山
姥
』
も
、

こ
の
作

品

に
依

る
と
こ
ろ
が

、
少
な
く
な

い
。

『清

原
右
大
将

』

で
は
、

公
時

の
幼

名

は

「
く
わ

い
ど
」

で
あ

る
。
「
く
わ

い

ど
」

は
、
「
怪
童
」

の
意

で
あ

ろ
う
。
山

中

に
育

っ
た
山
姥

の
子

は
、
奇

怪
な

姿

を
し
た
童
児

で
あ

る
。

そ

の
怪
力
と
、
物

怖
じ
し
な

い
風
貌

は
、
人
間

で
あ

る

よ
り
も
、
神

の
領

域

に
属

し

て

い
る
。
「
く

わ

い
ど
」
と

は
、
、そ
う

い
う
神

性
を
付
与

さ
れ
た
童

児

に
対
す

る
、

畏
敬

の
念
を

こ
め
た
呼
称

で
あ

る
。

『
嫗
山
姥
』

で
は
、
「
く
わ

い
ど
」

は

「
快
童
丸
」

に
変

る
。

人
気
者

「
金
太

郎

」
ま

で
は
行

か
な

い
が
、
畏
敬

よ
り
も
親
し

み
が

こ
め
ら
れ
、

こ
の
頃

か
ら
、

「
公
時
」

よ
り
も

「金

時
」

の
方
が
、

通
り
が

よ
く

な
る
傾

向
も
定
着
す

る
。

頼
光
が

、
山
姥

の
母
子

に
出
会
う
足
柄

山

の
場

(
第

五
)

を
、

『清

原
右
大

将

』

は
、
次

の
よ
う

に
語

る
。

然

る
折

ふ
し
、

そ
ば

に
有
け

る
大

の
い
わ
、

二

つ
に
わ
れ
、

一
人

の
ら

う

に
、

十

六
七

成

わ
ら

は

か
手

を
引

立

出
、

わ
れ

こ
そ

は

さ

ん

か
を

め
ぐ

る
ぎ

(
鬼
)
ち

よ

に
て
有
。

さ
れ

は
此

子
を
、

じ
ん
り

ん

に
ま

し
は

ら
せ
、
り

ん

ゑ

の
か
う

を
、

ま
ぬ
か
れ
さ

せ
ん
と
ね
が

へ
共
。
あ
き

つ
し
ま
が
其
内

に
、

し
う
と
頼

ん
物

な
く
、
む
な

し
く

も
だ
す
所

に
。
御
身

の
ふ
ゆ
う
聞

に
付

て

た

の
も

し
し
、

此
く
わ

い
ど
を
奉

る
。

か
し

ん
と

な
さ
せ
給

へ
、
時

ゑ
て

つ

か
ゆ

る
君

な
れ
ば

、

か
れ
が
名

の
り
を
ば
、
き

ん
時

と
め
さ
る

べ
し
、

い
か

に
く
わ

い
ど
、

お
や
と
な
思

ひ
そ
、

お

に
ぞ

か
し
。

り
ん
ゑ

の
が
う

た
す
け

て
ゑ
さ

せ
よ
、
ば

ん
し

は
頼
人
く

と
。

た
ち
ま
ち
き

女
と
げ

ん
し
、

こ
く

ふ

に
と

ん
で
う
せ

に
け

る
。

く
わ

い
ど

は
、

お
ん
あ

い
の
な
ご
り

た

へ
が

た

(注
2
)

く
、

し
ば

し
あ

き
れ

て
立

に
け

る
。

大
岩
が
裂
け
、

そ

の
間
か
ら
、
山
姥

に
手
を
引

か
れ
、

十
六
七
歳

の
怪
童
が

出

現
す

る
。

母

の
山
姥

は
鬼
女

に
変

じ
、

「
く
わ

い
ど
」
を
頼
光

に
奉

げ
、
虚
空

に
姿
を
消
す

の
で
あ
る
。

こ
の
作
品

を
十
年
ぶ
り

に
読

み
返

し
、
そ

の
直
後
、
金

時
山

に
登

っ
た
私
は

(
金
時
山

は
初
体

験
)
、
途
中
、
金
時

の

「
宿
り
石
」

と
称

す

る
、
見
上
げ

る
ば

か
り

の
大
岩
が
あ

り
、
そ
れ
が
見
事

に
左
右

に
ぽ

っ
く
り
割
れ

て
い
る

の
を
見
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て
、
驚

い
て
し
ま

っ
た
。
仙
石
原

の
金

時
神
社

か
ら
、

十
五
分

ほ
ど
登

っ
た
所

で
あ

る
。
も

っ
と
も

こ
れ

は
後

で
分

っ
た

こ
と

で
あ

る
が

、

こ
の
大
岩
が
縦

に

(注
3
)

裂
け

た
の
は
、

昭
和
六
年
頃

の
こ
と

で
あ

る
ら

し
い
。

作
者
が

こ

の
大
石
を
知

っ
て

い
た
か
ど
う

か
は
、
今

と
な

っ
て
は
知

る
由

も

な

い
。
割
れ

て
は

い
な

か

っ
た
に
し
ろ
、
足
柄
、
箱
根

で
評
判

の
大
岩

に

つ
い

て
、
何

か

の
噂

を
、
聞

い
て
い
た

の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

浄
瑠
璃
作

品
は
、
過
去

の
歴
史

や
伝
承
、
民
譚
、
世

間

の
風
聞
な
ど

を
手
掛

り

に
、
空
想

を
紡

ぎ
合
わ

せ

つ
つ
、
人
間

の
真
実

を
語

り
描
く

の
だ
が

、
空

想

や
想
像

を
墺
起

す

る
源

に
は
、
信
仰

の
要
素
が
あ

る
こ
と

は
否
定

で
き

な

い
。

作
品
中

に
描

か
れ

る
、
特
定

の

〈
場
〉

に

つ
い
て
、
作

者
が
実
際

に
そ

の
地

に

足
を
運

ん
だ

か
、
否

か
を
問
題

に
し

て
も
、
あ

ま
り
意

味

は
な
く
、

ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
現

地
取
材
な
ど

し
な
く

て
も
、
作

品
は
書

け
た

で
あ

ろ
う

と
思
わ
れ

る
。
信
仰
上

の
共
鳴

に
裏
づ

け
ら
れ

る
、
空
想

や
想
像

は
、
居
な
が

ら

に
し

て
、

全

て
を
把
握

し
う

る
、
普
遍

性
と
、
強

い
喚
起
力

を
持

つ
か
ら

で
あ

る
。

山
姥

信
仰

と

い
う
、
土
俗

的
な
普

遍
性

の
他

に
、

『清

原
右
大

将
』

に
は
、

当
時

の
関
東

・
東
国
圏
特
有

の
政

治
性
と
、

か
な
り
深

い
繋
り
を
持

つ
、
特
別

な
精
神
的
、

思
想
的
な
特
色
が

、

い
く

つ
か
あ

る
よ
う

に
思
わ

れ
る
。

ま
ず
冒

頭

に
、

こ
こ

に
せ

い
わ

(
清
和
)

の
か
う

い
ん

(皇
胤
)
、
六

そ
ん
わ
う

の
ち

や
く

な
ん

(嫡

男
)
。

と
し
ま

の
左

衛
門

ま

ん
ぢ

う

(
満
仲
)

と

て
、

る

い
だ

い

の
名

将
あ

り
、
ぶ

か
う

(
武
功
)

の
ほ
ま

れ
よ

に
高

く
、

い
つ

(伊

豆
)
、

す

る
が

(
駿
河
)

の
内

に
て
、
す

か
所
給

は
り
、
す

ん
し
う

ふ

(駿

州
府
)

中

に
き
よ
ぢ
う
有
、

(括
弧

内

は
筆
者
)

と
は
、

あ
き
ら

か
に
、
清
和

源
氏

の
嫡
流
源
満
仲

を
、
駿
州
府
中

に
退
隠

し
た
、

大
御
所

こ
と
徳
川
家
康

に
重

ね
合

せ
る
発
想

で
あ
る
。
徳
川
氏
が
、

源
氏
を
自

称

し
た
こ
と

か
ら
、
満
仲

・
頼
光
物
語

を
語

る

こ
と

は
、
間
接
的

に
は
徳
川
家

の
武
勇

や
覇
権
を
讃
美

す
る
こ
と

に
な

り
、

そ
れ
故
金
平
浄
瑠
璃

を
、
体
制
讃

(注
4
)

美

の
劇

だ
と
す

る
見
方
も

、
基
本
的

に
は
成

り
立

つ
の
で
あ

る
。

こ
れ

よ
り
後

の
作

品

に
、

公
時

の
子
金

平
が

登
場

す

る
、
出
羽

掾
正

本

の

『金
時
都

い
り

・
す
く

ね

の
悪
太
郎
』

(寛
文

四
年

)
が
あ

る
。

こ

の
作
品

で
は
、

金
時

は
、
数
度

の
功
名

に
よ
り
、
頼
光

か
ら
駿

河

の
国
を
給

わ
り
、
府
中

の
城

で
栄
華

に
暮

し
て
い
た
ー

と
な

っ
て
い
る
。
出
羽
掾

は
上
方

で
活
躍
し

た
太

夫

で
あ

る
。
和
泉
太
夫

・
岡
清
兵
衛

の

コ
ソ
ビ
が
、
江
戸

で
人
気

を
博
し
、
作

品

も
優

れ

て
い
た
こ
と
、
ま
た
金
平
浄
瑠
璃
が

、
後

に
江
戸
歌
舞

伎

の
荒
事
芸

に
、
大

き
な
影
響

を
与

え
た

の
は
、
誰
も
知

る
事
実

で
あ

る
。

こ

の
た

め
金
平

浄
瑠
璃

の
流
行

は
、
江

戸

の
み

の
現
象

と
考

え

る
向
も
あ

る
が

、
実

は
上
方

に

も
流
行

し
た
わ
け

で
、

大
坂

の
出
羽
掾

は
そ

の
代
表
的
な
語

り
手

で
あ

っ
た
。

そ
れ

に
し

て
も
、
頼
光

な
ら
ぽ
と
も

か
く
、
金

時
を
駿
河
府
中

の
城
主

に
し

て
し
ま
う
と

は
、

『清

原
右
大
将
』

の
顰

み
に
な
ら

っ
た

の
は
明
白

で
あ

る
が
、

金

平
浄

瑠
璃

の
精
神
的

な
傾
向
を

よ
く
物
語

っ
て
い
る
と

い
え
る
。
、

公
時

と

「
足
柄
」

の
繋

り
も
ま

た
、

こ

の
よ
う
な
、
徳

川
時
代

初
期

の
精
神

的

風
潮

が
生

み
出

し
た
も

の
で
、
そ

れ
よ
り
以
前

に
溯

る
こ
と
は

で
き
な

い
よ

う

に
思

わ
れ

る
。
勿

論

〈
山
姥
伝

説
〉
や
、
〈
山

中
怪

童
〉

の
伝
承

な
ど
、
上

古

以
来

の
普

遍
的

な
民
俗
伝

承

の
痕

跡
を
、
「
足
柄

」

の
中

に
探

る
も

の
も

よ

い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
れ

は

「
足
柄
」

に
限

る
も

の
で
は
な
く
、
山
国

の
日

本

で
は
、
全

国
至
る
所

に
残

っ
て
い
る
。

足
柄

の
金
時
を
考

え
る
場
合
も
、

こ

の
よ
う
な
普
遍
的

な
民
俗
伝
承
や
、
神

話
的
共
同
幻
想

の
世
界

に
、
物
語
成
立

の
根
拠
を
探

し
求

め
る
だ
け

で
は
、

や
は
り
そ

の
時
代

の
特
殊

性

は
見
え

て
こ

な

い
よ
う

に
思

わ
れ
る
。
江
戸
時
代

の
初
期

に
、
新

た
に
こ

の
よ
う
な
物
語
が

成
立
し

て
来

た
と

い
う
事
実
を
前
提

に
、
そ

の
精
神
的
背
景

を
尋
ね

る
こ
と
も
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ま

た
必
要

で
は
な

い
か
と
思
う
。

『清
原
右
大
将
』

は
、
「
公
時
」

を

「
足
柄
山
」

に
結

合
す

る
、
最
初

の
作

品

で
あ

る
が
、

よ
く
読

め
ば
、
「
足
柄
」

は
、
「
公
時
」

と

の
関
係

の
み
で
、
語

ら

れ

て
は

い
な

い
。

八
文
字

屋
板

の
五
段
本

(新

群
書
類
所

収
)

に

は
、
「
お
や

四
天
王

の
は
じ
ま
り
」

の
、
別
題
が

つ
く

よ
う

に
、
主

題

の

一
つ
に
、
頼
光

と

諸
勇
士

の
出
会

い
と
、

四
天

王

の
成
立
が
あ

り
、

そ

の

〈
場
〉
が
、
他

な
ら
ぬ

〈
足
柄
〉

な

の
で
あ

っ
た
。

清
原
右
大
将

は
、
皇
后

の
兄

で
あ
り
、
高
位
高
官

の
我
侭
者
、
満
仲

と
対
立

し

て
い
る
。
満

仲

は
讒
言

に
よ
り
須
磨

に
流

さ
れ
、
頼

光
も
駿
府

に
居

ら
れ
な

く
な
り
、
妻

の
父

の
大
庭
氏

を
頼

り
、
相
模

に
落

ち
る
。
舅

の
裏
切

り
と
、
妻

の
自
害
。
型

通
り

の
悲
劇

で
あ

る
が

、
裏
切

る

の
が

大
庭
氏

で
あ

る

の
も
、
源

頼
朝

の
挙
兵

の
物
語
が
幾
分
反
映

し

て
い
る
か
も

し
れ
な

い
。

大
庭
氏

に
捕

え
ら
れ

た
頼
光
が
護

送
さ
れ
、

三
島

の
宿

に
宿

る
と
き

、
頼
光

を
救

い
出

し
、
足
柄
峠

へ
逃
が

す

の
が
、
後

に
四
天
王

の

一
人

と
な
る
、
う
ら

べ

(卜
部
)

の
六
郎

で
あ

る
。
彼

は
源
家
譜
代

の
郎

等

の
家

の
生

ま
れ

で
あ

る
。

父
親

は
主
家

の
勘
気
を
蒙

り
、
三
島

の
地

に
引
籠

り
、
死
去
す

る
が

、
そ

の
遺

志

に
よ
り
、

主
家

に
復
帰
す

る
機

会
を
待

っ
て

い
た

の
だ
。

足
柄
峠

で
、
頼
光
と

う
ら
べ
六
郎

(す

へ
竹
)

が
、
感
激
的

な
主

従
対
面
を

す

る
と
こ
ろ

へ
、

一
人

の
貴

女
が

、
弓
を
携

え
、

天

か
ら
舞

い
降

り
る
。
弓

の

名
人

よ
う
ゆ
う

(
養
由
基

の
こ
と
)

の
息
女

で
あ

る
。
彼
女

は
父

の
遺
志
を
守

り
、

三
界
流

転

の
果

て
に
、

父

の
遺

し
た
弓

の
秘

術
を
、
頼
光

に
相

伝
す

る
た

め
、

日
本

に
飛
来

し
た

の
だ
と

い
う
。

こ
う
し

て

「
足
柄
山
」

は
、

武
神
と
聖

女

に
よ
り
、
聖
地
化

さ
れ
、

神
話
化
さ
れ
、

そ

の
後

に

「
く

わ

い
ど
」

の
出
現

を
見

る

の
で
あ

る
。

聖
女
降

臨

と
は
、
話
が

荒
唐

無
稽

に
過
ぎ

る

の
で
、
見
逃

し
が

ち

だ
が
、

『水
滸

伝
』

の

「
九

天
玄
女
」

の
例
な
ど

、
伝
奇
物

語
中

に
見

る
常
套

的

な
神

話
化

の
仕

掛
け

で
あ

り
、
作

者

の
意
図

や
目
的

は
、

は

っ
き
り

し
て

い
る
。

こ

こ
で
は
大
陸
伝
来

の
武
神

に
よ

る
、
〈
足
柄

山
〉

の
聖
地
化

で
あ

る
。

『
清
原
右

大
将
』

で
は
、
東
国
関
係

の
地
名

に
は
、
駿
府

、
相
模
、

三
島
、

信
濃

な
ど
が

登
場
す

る
が
、

こ
れ
ら

の
中

心

に
あ

る

〈
足
柄

山
〉

は
、
全
国
統

一
を
果

し
て
、

関
東

に
政

権

の
中
心
を
据

え
た
徳
川
氏

の
権
威

を
、
肯
定
す

る
姿

勢
を
背
景

に
、

特

に
選
ぼ

れ

た

〈
聖
地
〉

な

の
で
あ

っ
た
。

当

時

は
す

で

に
、
〈
足
柄

山
〉

よ
り
、
箱
根

の
山

の
方
が

、
軍
事

上
交

通
上

の
役
割

は
大
き

か

っ
た
は
ず

で
あ

る
。
だ
が

現
実

は
現
実

と
し
て
、
権
威

の
象

徴

と
し
て
選
ば
れ

る

の
は
、
や

は
り

〈
足
柄

山
〉

で
な
く

て
は
な
ら
な

か

っ
た
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
〈
足
柄

山
〉

は
、

『
万
葉
集

』

に

「
足
柄

の
御

坂

の
神
」

と

詠

ま
れ
、

『古
事

記
』

の
日
本
武
尊

の
東
征

神
話

に
も
描

か
れ

る
よ
う

に
、
神

の
居

る
場
所
と

し
て
、
特

別
視
す

る
認
識
が

、
古
く

か
ら
行
き

わ
た

っ
て
い
た

か
ら

で
あ
ろ
う
。

『
前
太
平

記
』

が
何
時

頃
成

立
し

た
作

品

で
あ

る
か
、
特
定

す

る

の
は
難

し

　　

　
　

い
が

、
坂
垣
俊

一
の
説

に
従

い
、
元
禄
初

め
頃
と

し
て
お
き
た

い
。
同
書
巻
十

六

「
頼
光
朝
臣
上
洛
事

付
酒

田
公
時
事
」

に
あ

る
、
公
時
名
付

け

の
条

で
は
、

前

述

し
た
よ
う

に
、
『清

原
右

大
将
』

の
跡

を

な
ぞ

っ
て

い
る

の
だ
が
、
そ

れ

は
渡
辺
綱
が
、
頼
光

に
奉

る
祝
詞

ひ
つ

を
さ
め

か
く

よ

あ
た
ひ

う
ら
め
や

美
王
斯

に
有

り
。

匱

に
韜

て
蔵

し
た
り
。
善
き
賈

を
求

め

て
沽
諸
。
今
善

き

き
み

つ
か
ふ
ま
つ

賈
を
求

め
た
り
。

公

に
事

る
に
時

を
得
た
り
。

に
よ

る
の
だ

と
す
る
。

こ
れ
だ
け

で
も
分

か
る
よ
う

に
、

全
体
が
漢
文
読

み
下

し
調

の
文
体

で
あ

る
。
筆
者

の
、
中

国
古
典
や
歴
史
書

へ
の
造
詣
が
深

か

っ
た

こ
と
を
思

わ
せ
る
個
所

は
、
随
所

に
見
え

る
が
、
公
時
受

胎

の
模
様

を
描

く
と
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こ

ろ

は

、

い
た
だ
き

妾
、
甞

て
此

山
中

に
住
む
事
、
幾
年

と
云

ふ
事
を
知

ら
ず

。

一
日
此
巓

に
出

で
、
寝
ね

た
り
し

に
、
夢
中

に
赤
竜
来

た

つ
て
妾

に
通
ず

。
其
時
、
雷
鳴
夥

し
く

し
て
驚
き
覚

め
ぬ
。
果

し
て
此
子
を
孕

め
り
。

と
あ

る
。

こ
れ

に
続

い
て
本

文

に
は
、
「漢

の
高
祖

」

の
、
受
胎

と
出

生

の
不

思
議

を
述

べ
る
く
た
り
が

あ

る
が
、

こ

の
書

の
公
時
誕

生
譚

も
、
『
史
記
』

の

「
高
祖
本

紀
」
そ

の
ま
ま

で
あ

る
と

い

っ
て
よ

い
。

つ
ま
り
公
時

を
雷
神

(龍

神

)

の
子
だ

と
し
た

の
で
あ

る
。

こ
う

な
る
と
、

『
山
城
国
風

土
記
』
逸
文

に
あ

る
、
賀

茂
神

の
丹
塗

の
矢

の

縁
起
談

や
、
『
日
本

霊
異
記
』
上

巻

の
、
道

場
法
師

の
話
な

ど
、
雷
神

の
感
化

に
よ

っ
て
生

ま
れ
る
、
神

の
子

の
物
語

と

の
共
通
性

を
、

す
ぐ

に
考
え

て
み
た

く
な

る
。

そ
し
て
足
柄

の
深
山

に
も
、
神

の
子

の
誕
生
譚
が

、
古
く

か
ら
伝

え

ら
れ
、
そ
れ
が
名
高

い
勇
士
公
時

と
結

び

つ
い
た
の
で
あ

ろ
う
と
す

る
、
民
俗

(注
6
)

伝
承

か
ら
文
学

へ
の
展
開
を
推
測
す

る
考

え

に
行
き
着

く
わ
け
だ
。

足
柄
と
公
時

の
関
わ
り

は
、
だ

い
た

い
こ

の
よ
う

な
説

明

で
、
今
迄

は
行

わ

れ

て
来

た
よ
う

に
思
う
。

し
か
し

『清

原
右
大
将
』

や

『前

太
平
記
』

な
ど
、

文
学
作
品
を
資
料

と
し

て
用

い
る
以
上

、
こ
れ
ら

テ
キ

ス
ト

の
中

で
、
〈
足
柄
〉

や

〈
公
時
〉
が
、
如

何
な

る
発
想

の
も
と

に
、
ど

の
よ
う
な
描
か
れ
方
を

し
て

い
る
か
を
、
検
討

し

て
み
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

〈
足
柄
〉

は
、
現
実

の
支
配

者

や
、
そ

の
祖
先
神

と

の
関
り

で
、
新

た

に
聖
地
化

さ
れ
た

〈
場
〉

で
あ

り
、

〈
公
時
〉

は
、

雷
神

の
イ

メ
ー
ジ

に
よ
り
聖
化

さ
れ

る
傾
向

に
あ

る
が
、
そ

れ

は
漢

の
武
帝

の
誕

生
譚

の
ひ
そ

み
に
習

っ
た
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
を
、

い
ち
応

今

回

の
結
論

に
し
て
お
き

た
い
。

い
つ
れ

に
し

ろ
、
支
配
者
が

採
択

し
た
政
治

哲
学
が
、
外
来

思
想

(
儒
教
)

で
あ

っ
た
時
代

に
相
応

し
く
、

こ
れ
ま

た
外
来

の
神

々
の
手
助

け

に
よ

る
、
文
学
形
象

で
あ

っ
た
。

公
時

と
足
柄

の
関
係
が

、
近
世

に
な

っ
て

の
新

し

い
も

の
で
あ

る
こ
と

は
、

地
名

か
ら
も
証
明

で
き

る
。

『新

編
相
模
風
土
記
稿

』
(
天
保
十

二
年

)

に
よ
れ

ば
、
金
時

山
は
別

に

「
猪
鼻

ヶ
嶽
」
と

い
う
名

を
持
ち
、

こ
の

「猪

鼻

ヶ
嶽
」

が
本

来

の
名

で
あ

る
よ
う

に
書

い
て

い
る
。
ま

た
『
日
本
歴
史

地
名

大
系
』

で

は
、

明
治
中
期

に
、
「
金
太
郎

」
が
小

学
校
教
科
書

に
登
場
し

て
か

ら
、.
山
名

も

「
金
時
」

に
定
着

し
た
と
記
す

の
で
あ

る
。

金
時

の
誕

生
地
、
宿

り
石
、
蹴
鞠
石
、
太
鼓

石
、
兜
石
な
ど

の
遊

び
石
、
金

時
踏
破

石
、

つ
ぶ

て
石
、
金
時

の
ふ

み
ま

た
が

り
石
、

ふ
ん
ば

り
石
、
そ
し

て

金
時
神
社

と
、
金
時

の
名

の
付

く
遺
跡

は
、
足
柄

上
郡

の
至

る
所

に
散
在
す

る
。

そ
れ

ら
を
場
所

に
よ
り
、

三
分

す
れ
ぽ
、
足
柄
古
道

方
面

に
あ

る
、

地
蔵
堂
付

近
、
金
時

山
と
、
そ

の
山
麓

の
仙
石
原
、

そ
し
て
足
柄
峠

か
ら
静

岡
県
駿

東
郡

方
面

に
下

っ
て
、
小
山

町
方

面
と

い
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
静

岡
県
側

に
は

行

か
な
か

っ
た
が
、
あ

と

の
二
箇

所
を
訪

れ
、

巨
大
な
、
ま

た
は
中

程
度

の
岩

石

に
、
金
時

の
名
が
付

さ
れ
る

の
を
幾

つ
も
見

て
、
こ
れ

は
や

は
り

一
種

の
、

巨
石
信
仰

で
は
な

い
か
と
思

っ
た
。
巨
大

な
岩

石
が

割
れ
、

そ
こ
か
ら
山
姥
と

公
時
が

出
現

す

る
と
し
た
、

『清

原
右
大
将
』

の
描
写

に
、
妙

に
実

感
が

こ
も

る
の
も
、

そ

の
た
め
で
あ

ろ
う
か
。
山
姥

や
金
時

に
先
立
ち
、
足
柄

に
は
、
石

の
信
仰
が

あ

っ
た

の
か
も

し
れ
な

い
。

近
松

門
左
衛

作

『
嫗
山
姥

』
(
正
徳

二
年
)
が
、
頼
光

四
天
王

成
立

と
、
金

時
出
生
譚

を
語

っ
て
傑
作

で
あ

る

の
は
、

い
う

ま
で
も
な

い
。

し
か
し
こ

の
作

品

に
は

〈
足
柄

〉

は
全
く

登
場

し
な

い
。

こ

の
こ
と
は
、
〈
足
柄

の
公
時
〉

が
、

中
世
以
来

の
伝
承

か
ら

は
説

明
し
き
れ
な

い
、
新

し

い
近
世
的
要
素

を
受

け
、

新

し
く
誕

生
し

た
伝
説

で
あ

る
こ
と
を
、
逆

に
物
語

っ
て
い
る
。

『嫗

山
姥
』

の
全

部
を
、

こ
こ

に
紹

介
す

る
余

裕

は
な

い
が
、
登

場
す

る
地

一56一



丶

名

の
東

限
は
、
東
海
道

に
即
し

て
は
、
浜
松
、

小
夜
中
山
ま

で
で
あ

る
。
近
松

が
足
柄

を
無

視
し

た
の
は
、

公
時

の
生
誕
地
が
足
柄

で
あ

る
と
す

る
認
知
が
、

未
だ

一
般
化

し

て
い
な

か

っ
た

こ
と
、
謡
曲

の

『
山
姥
』

の
方

に
、
自

作

の
表

現

を
助

け
る
有

効
な
要
素

を
、
多

く
含

ん
で

い
る

の
を
知

っ
て
い
た
か
ら

で
あ

ろ
う
。
謡
曲

は

『山
姥
』

の
他

に

『
黒
塚
』

(安
達

原
)
も
使
わ

れ
る
。

「
頼
光

道

行
」

か
ら
始

ま

る
第

四
段

は
、
頼
光

が

「名

を
だ

に
知

ら

ぬ
山

中

に
」
迷

い
こ
み
、

「
山
賊

の
張

本
」
卜
部

の
末
竹

を
、
家
来

と

し
、

さ
ら

に
行

け
ば
、

山
姥

に
出
会
う
。

そ

の
場
所

は

「
信
州
上

路

の
山
」

で
あ

る
。

〈
あ
げ

ろ
山
〉

は
、
〈
足
柄
〉

に
対
抗
す

る
、
有
力

な
金
時
出

生
地

で
あ

る
。

し
か
し
こ

の

〈
あ
げ

ろ
山
〉

に
も
混
乱
が
あ

る
。

『
近
松
浄
瑠
集

下
』

(
日
本
古

典
文
学
大
系
)

所
収

の

『媼

山
姥

』

の
、
「
上
路

の
山
」

の
注

に
、

「新

潟
県
西

頸
城
郡
。
親

不
知

の
上

の
山
。
信

州

で
は
な

く
、

越
後

国

の
内
」

と
記

す

の
も
、

こ
の
混
乱

の
表
わ
れ

で
あ

ろ
う
。

近
松

は
、
「
信
州

上
路

の
山
」
と

は

っ
き

り
書

い
て

い
る

の
に
、
な
ぜ

校

訂

者

は
、

そ
れ
を

間
違

い
と
す

る

の
か
。
「
上
路

の
山
」

は
、
越

後
だ

け

で
は
な

く
、
信
濃

に
も
あ

る
。
「
北

は
越
後
越

中

の
境

川
。
是
も

谷

二

つ
越
え
、
十

里

に
余
れ
ば
今

日

の
中

に
は
思

ひ
も
よ
ら
ず
」

と
、

信
州

の
上
路

の
山
が

、
越
中

越
後
境

川

の
、
親
不
知

の
上
路

山
と
、
距
離
的

に
隔

つ
こ
と
を
、
近
松

は
強
調

し

て
い
る
。

い
う
ま

で
も

な
く
、
越
後
境
川

の
上

路

の
山

は
、
謡
曲

『
山
姥
』

の
舞
台

と
し
て
、
知
ら

れ
て

い
る
場
所

で
あ

る
。

信
州

の
上
路

の
山

は
、

木
曽
山
中

の
、
南
木

曽
岳

の
別
名

で
、

「
木
曽
第

一

の
難
所

な
り
」

と
、

『大

日
本

地
名
辞
典
』

に
も
記

す
。
柳

田
国
男

は
、
「
信
州

木
曽

の
金
時

山
な
ど

で
は
、
現

に
金

時
母
子

の
棲

ん
だ
と

い
ふ
巌
窟

、
金

時
が

産
湯
を

つ
か

っ
た
と

い
ふ
池

の
跡

の
他

に
、
麓

の
村

々
の
石

の
上

に
は
、
此
怪

力
童
子

の
足

跡
な

る
も

の
が
幾

ら
も
あ

っ
て
、
寧

ろ
山
姥
が
自
由
自
在

に
山
又

山

を
山
巡

り
す

る
と

い
ふ
、
古

い
評
判

と
も

一
致
す

る
」

(
全
集
第

四
巻

『山

の
人
生
』
)
と
書

く
。

山
姥
と

は
、
山
中

に
棲

む
鬼
女

で
あ

る
が

、
近
松
が
山
姥

を
描

く
と
き
、
最

も
執
着

し

た
の
は
、

こ

の
自

在

に
山
巡

り
を
す

る
と

い
う
、
山
姥

の
特
性

で
あ

る
。

飛
行
自
在

は
、
神

の
特
性

で
あ

る
と
共

に
、
人
間

の
情
念

を
解
放
す

る
効

力

を
持

つ
。

か
ら

く
り
を
使

っ
て
の
舞
台
効

果
も
、
大

い
に
期
待

で
き

る
は
ず

だ
。
謡

曲

『山
姥
』

の
詞
章

は
、

こ
の
自
在

性
を
よ
く
表
現

し
得

て
お
り
、
近

松

は
自

作

で
、
巧

み
に
こ
れ
を
利
用

し
た

の
で
あ

る
。
足
柄

の
山
姥

に
は
、
柳

田
が

「
古

い
評
判
」

と
言

っ
た
、
山

ま
た
山
を
飛
行
す

る
、

ス
ケ

ー
ル
の
大
き

さ
、

つ
ま
り
中
世
的
自

在
性

に
欠
け

る
と
こ
ろ
が
、
物
足

り
な

い
の
で
あ

る
。

山
中

の
鬼

女

に
は
、
飛
行
自
在

の
山
姥

と

は
別

に
、

『黒
塚
』

の
鬼
女

が
あ

る
。

例

の

「
見

る
な
」

の
禁

忌
を
犯
す
旅

人
を
、
鬼

の
正
体

を
顕
わ

に
、
追
跡

す

る
、
恐
し

い
老
女

で
あ
る
、
近
松

は
、
飛

行
自
在

の
山
姥

に
、

こ
の

「
見

る

な
」

の
禁
忌
を
課
す
、

黒
塚

の
鬼
女

の
特

性
を
プ

ラ

ス
し
て
、

怪
童
金
時

の
母

親
像

と
し

た
。

鬼

女

の
二

つ
の
特

性
を
、
併

せ
て
描

い
た

『
嫗
山
姥
』

で
は
、
山
姥

の
住
居

は
、
山
ま

た
山

の
、

山
奥
と
な

る
。
信
州
木

曽

の
上
路

の
山
は
、
濃
密
な
山

の

深

さ
と

い
う
点

で
、
近

松

の
狙

い
に
も

っ
と
も
相
応

し
い
場
所

で
あ

っ
た
。
越

後

の
上
路

の
山
も
、

足
柄

も
、
海

に
近

す
ぎ

る
。
特

に
足
柄

は
、
東
海

の
明

か

る

い
海

に
面

し
て

い
る

の
で
、
鬼
女

や
山
姥

が
、
自
在

に
行
動

す

る
に
は
、

い

さ
さ
か
不
便

で
あ

っ
た

の
か
も

し
れ

な

い
。

柳

田
国
男

は

「之

を
四
天
王

の

一
人

に
托

す

る
に
至

っ
て
、

足
柄
ば

か
り
が

有
名

に
な

っ
た

の
み
な
ら
ず
、
前
後
唯

一
度

の
奇
瑞

の
如

く
解

せ
ら
れ

て
、
却

っ
て
俗
説

の
遠

い
由

来
を
、

尋
ね

る
途
が

絶
え

よ
う

と
す

る
の
で
あ

る
」

(前

掲
書
)

と
、
残
念
が

っ
て
い
る
。

し
か
し

「
足
柄
ば

か
り
が
有

名

に
な

っ
た
」
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の
は
、

そ
れ
な
り

の
理
由

の
あ

る
こ
と
だ
。
源
氏

(
徳
川
氏
)

と

の
関

係

で
、

足
柄
が

聖
地
化
さ
れ

た
こ
と
が
第

一
の
理
由

で
あ

る
と
す
れ
ば
、
次

に
は
都
市

文
化

の
果

す
役
割
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

特

に
出
版
活
動

の
影
響

は
無

視

で
き

な

い
。

こ
の
次

に
は
江
戸
時
代
、
特

に
江

戸

で
出
版
さ

れ
た
、
絵
双
紙

や

錦
絵

を
見

な
が

ら
、
も

う

一
度

「足

柄

山

の
金

時
」
を

考
え

て
み

た

い
。

(未
完
)

〈
注
〉

注

1

『金

平
浄
瑠
璃
正
木
集

第

一
巻
』

の
解

説
。

注

2

引
用

は

『金

平
浄

瑠
璃
正
木

集
』

に
よ
る
。
但

し
八
文

字
屋

本

(
『新

群
書

類
従

第

九
』

に
所
収
)
と

の
異
同
を
示
す

た
め

の
、

石
傍

に
附

し
た
註
記

は
省
略

し
た
。

注

3

大
島
建

彦

「
山
姥

と
金
太
郎
」

(
『
天
明

文
学
』
所

収
)
。

こ
れ

は
調
査

の
行
き
届

い
た
論
文

で
あ

る
。
同
論

に
よ
れ
ば
、
昭
和
初
年

頃

か
ら
、

ジ

フ
テ
リ
ア
が

こ

の
地

に
流
行

し
、

六
年

に
は
石
が

ま

二
つ
に
割
れ

た

の
で
、
金
時

の
祟

り

で
は
な

い
か
と
人

々
が
恐
れ
、

昭
和

八
年

か
ら
、

丁
重

に
祭

を
行

う
よ
う

に
な

っ
た
と

い
う
。
現
在

の
金
時
神

社

(仙
石

の
登
山

口
に
あ

る
)

は
、
そ

の
後
、

昭
和

三
十

六
年

の
建

立

で
あ

る
か

ら
、
全
く
新

し

い
も

の
で
あ

る
。

注
4

室
木
弥
太
郎

『語
り
物

(蔚

鑼

)
の
研
究
』
の

「金
平
浄
瑠
璃
と
和

泉
太
夫
」

な
ど
。

注

5

『
叢
書
江
戸
文
庫

前
太
記
上
』

の
解
説
。

注

6

前
掲

の
大
島

論
文

(
本
論

は
学
内

の
共
同
研
究

「
足
柄

の
伝

承
と
文
学
」

の
第

一
稿
と
し

て
ま
と

め
た
も

の
で
あ

る
)

文

芸
科
賞

(第
十

六
回
)

に
つ
い
て

文

芸
科
賞

は
、
課
外

の
創
作

・
評
論
活
動

に
お
け

る
優
れ

た
成
果

を

顕
彰

す
る
た

め
に
、
応
募

作
品
中
、
優

れ
た
作

品
を
提
出

し
た
文
芸
科

学
生

に
贈
ら
れ

る
。

平

成
六
年

一
月

三
十

一
日
締
切

の
今

回
、

応
募
作
品

は
、

小
説

五
編

、

詩

三
編
、
計

八
編

で
あ

っ
た
が
、
文
芸
科
教

員
全
員

に
よ
る
選
考

の
結

果

、
小
説

「
腹
」

(青
木

千
佳
子

・
二
年
)

と
小
説

「
墓
標

」
(
奈
良

岡

優

子

・

一
年
)

に
対

し

「
奨
励
賞
」

を
贈

る
こ
と

に
決
定

し

た
。
残

念

な
が

ら
今
回
も

「
受
賞

な
し
」

の
結
果

と
な

っ
た
が
、
全
般

に
力
量

が

上
が

っ
て
お
り
、

翌
年

に
期
待
を
抱

か
せ
た
。

選
考
結
果

は
、
平

成
六
年
十

二
月

七
日

の
文
芸
学
会

の
席

上

に
お

い

て
発
表
さ
れ

た
が
、

応
募
作
品
及
び
応
募
者

名

は
次

の
と
お
り

で
あ

る
。

〈奨

励
賞
〉

(小
説
)

「
腹
」

二
年

青
木

千
佳
子

〈奨

励
賞
〉

(小
説
)

「
墓
標
」

一
年

奈
良

岡
優
子

(小
説
)

「
港

の
午
後
」

二
年

岩

田
亜
希
子

(小
説
)

「
サ
イ

レ
ン
ト
」

二
年

鈴
木

直
美

(詩
)

「
月
時
計
」
他

二
年

笹

本

輝
美

(詩
)

「
ナ

ル
シ
ズ

ム
」

一
年

納
谷

美
賀

(
小
説
)
〈
シ

ョ
ー
ト

・
i

n

・
シ

ョ
ー
ト
〉
「
紙
」
他

一
年

篠

崎

郁
子

な
お
、
第
十
七
回
文
芸
科
賞
募
集
は
平
成
七
年

一
月
締
切
で
行
わ
れ
た
。
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